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人工股関節全置換術を施行する変形性股関節症患者の股関節機

能と身体機能との関連

研 究 の 概 要

高齢者における進行期～末期変形性股関節症は

　

５０～６０歳代

　　　　　　

ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

の女性に多く、 症状の進行に伴い関節可動域制限や股関節痛、

破行が出現し股関節機能や生活の質（ＱＯＬ）が低下するとされて

いる。 症状の進行や痔痛を緩和させるために理学療法の介入が

必要であると考えられる。

股関節への累積負荷や脊柱骨盤アライメント、 歩行機能の低

下が変形性股関節症の進行や身体機能の低下に関連していると

報告されているが、 身体機能の低下が股関節機能の低下と関連

するかは不明である。

人工股関節全置換術（ＴＨＡ）術前の身体機能が股関節機能にど

のように影響するか検討することで股関節機能の悪化を防ぐこ

とができる。 また、ＴＨＡ術前の身体機能と股関節機能との関連

を検討することで術後の身体機能と股関節機能について検討す

る前段階になると考える。そこで本研究の目的を、ＴＨＡを施行

する変形性股関節症患者における術前の身体機能と股関節機能

との関連について検討することとした。
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対象は倫理委員会承認後から変形性股関節症によりＴＨＡを施行

した者とする。 大腿骨頭壊死や大腿骨頚部骨折によりＴＨＡを施

行する者， レントゲンにて骨盤前傾角度が測定できない者， 両

側ＴＨＡを施行している者は解析対象から除外する。
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